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日本アトマイズ加工（株）の株式取得、子会社化について
　さらなる業容の拡大、事業基盤の拡充のために　

（平成１２年８月１０日）

　当社は、本年８月１０日をもって銅粉末他各種金属粉末加工の大手である日本アトマイズ
加工株式会社（工場：千葉県野田市）の株式を５５％取得し、同社を子会社と致しました。 
　当社は、OA機器や家電製品に使われるプラスチック製品の難燃助剤として、或いは、ポリ
エステル繊維製品の重合触媒として使用される三酸化アンチモンの業界最大手ですが、かね
てより経営資源の有効活用を図り、業容の拡大、事業基盤の拡充を実現することが当面の重
要経営課題と位置付け、本業に関連する非鉄金属分野における有望企業とのM＆Aの検討を続
けてきました。 
　一方、日本アトマイズ加工は、昭和39年に設立され、金属粉末加工の業界では第三位に位
置する優良企業であります。同社は、良好な収益性、財務内容を維持しておりましたが、同
社経営陣が自らの年齢を考慮し、業績が好調なうちに技術・暖簾並びに従業員を継承し、さ
らに発展を任せられる譲渡先を求めていました。 
今回の子会社化は、日本アトマイズのそのニーズと、経営資源の有効活用を最重要課題とし
ていた当社のニーズが合致したものであります。　 
同社製品は、主に粉末冶金用として、パソコンや携帯電話等に使われる精密モーターの軸受
け、或いは、プリント基板用のペーストにも使用され、現在、情報通信関連機器の材料とし
て、旺盛な需要に支えられています。 
また、それらの他にも塗料用、摩擦材料用、樹脂混合用、触媒用などの用途向けに、銅粉以
外に錫粉、鉛粉、亜鉛粉、黄銅粉、青銅粉、ニッケル粉、コバルト粉、ステンレス粉、銀粉
ならびに各種の合金粉を製造致しております。 
当社の各種アンチモン製品と同様、これら製品に就きましてもご愛顧賜りますようお願い申
し上げます。

以上
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「ＤＶＤディスクと高純度アンチモンの関係についてご説明いたします」

株主様から、「DVDにアンチモンが使われていると聞いている。　DVDプレイヤーの規格統一の動きから
大幅に DVDディスクの需要が増え、それに伴ってアンチモンの需要も急増すると思われるが如何？」と
のご質問が多く寄せられておりますので、ご説明をさせて戴きます。　また、併せて、弊社の高純度アンチ
モンの販売の取り組みに就きましてもご説明させて戴きます。

1 当社もこの動きには大いに期待しております。
但し、当社の高純度金属アンチモンがそのまま DVD ディスク製造に使用されるのではなく、当
社の製品はスパッタリング・ターゲット材というディスクを作るための所謂、母材の原料の一
つとして使用され、当社はその母材メーカーに納入しております。
母材メーカーは、アンチモンを日本のみならず中国等からの輸入品も母材の原料として購入さ
れているようです。
なお、この母材はテルル、ゲルマニウム、インジウムそれにアンチモン等で作られる合金です。

2 当社が調査したところでは、DVD ディスクを 2 万枚作るのに、アンチモンの使用量は 1KG 程
度のようです。換算すると、DVD１枚に使われるアンチモン使用量は、0.05g と、なります。

3 当社のこの用途向け製品の販売金額は、現在のところでは、年間 1 億円弱で、まだ収益の柱と
はなっておりません。

CD RW 404.0 百万枚 （アンチモン推定使用量　10,100Kg）

DVD 25.4 百万枚 （アンチモン推定使用量　1,270Kg）

アンチモンの年間使用量予測は、合計　11,370kg で、それを金額に直すと、170 百万円程度
と推測されます。

（註）CD-RWは、アンチモン　1kgで、ディスク　4万枚製造と想定
　　　DVDは、アンチモン　1kgで、ディスク　2万枚製造と想定

4 今後の需要につきましては、当社は前述のとおり、スパッタリング・ターゲット材のメーカー
への納入となりますので、推定が難しい面がありますが、「日本記録メディア工業会」の 2002
年の製品需要・生産予測によりますと

5 将来の DVD ディスクの需要動向に就きましては、当社も大きな期待をもって注視しており、需
要の増加に対応できるよう、生産態勢の強化に着手致しております。 
また、高純度アンチモンの更なる需要を開拓すべく納入先のメーカーとも共同で開発研究を進
めておりますが、その一つをご紹介しますと、高純度アンチモンは熱電冷却素子である「ペル
チェ素子」の基材として、ビスマス、テルル等とともに使用されますが、当社は産業用（シリ
コンウエハーの冷却用等）ならびに民生用（ワインセラー、小型冷蔵庫等におけるフロン代替
用の冷媒用等）に拡販すべく取組んでおります。
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ソニー株式会社より「グリーンパートナー」の更新認定をいただきました

 

ソニー(株)では、ソニー・グループの取引先を対象として、環境保全に配慮した製品作りに協力できる企
業かどうか、各取引先の環境マネジメントを同社の認定基準に基づき実地審査を行い、合否を判定する
という「環境品質認定制度」を導入されました。　
審査の結果、合格と認められた取引先が 「グリーンパートナー」として認定されます。 
当社もその審査を受け、2003年9月に「グリーンパートナー」として認定されました。 
この認定は2年ごとに更新監査が行われ、その結果、このたび更新認定をいただきました。 
ご存知のとおり、環境保全は世界共通の問題として、環境に影響する物質の管理の必要性が高まってお
ります。　当社としましては、既に取得している品質管理の国際規格ISO9001ならびに環境マネジメン
トの国際規格ISO14001の認証維持をはじめ、環境安全性問題においても取引先各社のニーズにお応え
できる企業として取組んで参ります。

© 2000- NIHON SEIKO CO., LTD.  

ソニー株式会社より「グリーンパートナー」の更新認定をいただきました

 

ソニー(株)では、ソニー・グループの取引先を対象として、環境保全に配慮した製品作りに協力できる企
業かどうか、各取引先の環境マネジメントを同社の認定基準に基づき実地審査を行い、合否を判定する
という「環境品質認定制度」を導入されました。　
審査の結果、合格と認められた取引先が 「グリーンパートナー」として認定されます。 
当社もその審査を受け、2003年9月に「グリーンパートナー」として認定されました。 
この認定は2年ごとに更新監査が行われ、今回も更新認定をいただきました。 
ご存知のとおり、環境保全は世界共通の問題として、環境に影響する物質の管理の必要性が高まってお
ります。　当社としましては、既に取得している品質管理の国際規格ISO9001ならびに環境マネジメン
トの国際規格ISO14001の認証維持をはじめ、環境安全性問題においても取引先各社のニーズにお応え
できる企業として取組んで参ります。

© 2000- NIHON SEIKO CO., LTD.  

ソニー株式会社より「グリーンパートナー」の更新認定をいただきました

 

ソニー(株)では、ソニー・グループの取引先を対象として、環境保全に配慮した製品作りに協力できる企
業かどうか、各取引先の環境マネジメントを同社の認定基準に基づき実地審査を行い、合否を判定する
という「環境品質認定制度」を導入されました。　
審査の結果、合格と認められた取引先が 「グリーンパートナー」として認定されます。 
当社もその審査を受け、2003年9月に「グリーンパートナー」として認定されました。 
この認定は2年ごとに更新監査が行われ、今回も更新認定をいただきました。 
ご存知のとおり、環境保全は世界共通の問題として、環境に影響する物質の管理の必要性が高まってお
ります。　当社としましては、既に取得している品質管理の国際規格ISO9001ならびに環境マネジメン
トの国際規格ISO14001の認証維持をはじめ、環境安全性問題においても取引先各社のニーズにお応え
できる企業として取組んで参ります。

© 2000- NIHON SEIKO CO., LTD.  

ソニー株式会社より「グリーンパートナー」の更新認定をいただきました

 

ソニー(株)では、ソニー・グループの取引先を対象として、環境保全に配慮した製品作りに協力できる企
業かどうか、各取引先の環境マネジメントを同社の認定基準に基づき実地審査を行い、合否を判定する
という「環境品質認定制度」を導入されました。
審査の結果、合格と認められた取引先が 「グリーンパートナー」として認定されます。
当社もその審査を受け、2003年9月に「グリーンパートナー」として認定されました。
この認定は2年ごとに更新監査が行われ、今回2010年1月1日～2011年12月31日までの更新認定をいた
だきました。
ご存知のとおり、環境保全は世界共通の問題として、環境に影響する物質の管理の必要性が高まってお
ります。
当社としましては、既に取得している品質管理の国際規格ISO9001ならびに環境マネジメントの国際規
格ISO14001の認証維持をはじめ、環境安全性問題においても取引先各社のニーズにお応えできる企業
として取組んで参ります。

© 2000- NIHON SEIKO CO., LTD.  


